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 １．はじめに  

 コンクリートの塩分浸透性を電気泳動により短時間で評価する急速塩分浸透性試験の実用化が期待されて

いる.その中で迅速かつ簡易な方法として，AgNOBB3 BB水溶液を噴霧して得られる塩化物イオン浸透深さから拡散

係数を算定する方法「電気泳動（非定常）法」が提案されている PP

1)
PP.試験を迅速化し、かつ発色深さの不均一

さの影響を相対的に小さくするためには印加電圧を大きく設定することが望ましいが，一方で過大な電圧の設

定は,通電に伴う供試体の変質につながる可能性もある．印加電圧の影響については，すでに文献 PP

2)
PPで検討は

なされているが，早強セメントをベースとしたコンクリート供試体で実験であり，そこで得られた結果の一般

性は明らかではない．特に各種混和材を用いた場合，硬化コンクリートの電気抵抗が変化するため同一印加電

圧であっても供試体を流れる電流量は異なり，印加電圧の設定が塩化物浸透性に及ぼす影響もことなることが

予想される．そこで各種混和材を用いたコンクリート供試体について印加電圧の設定が試験結果に及ぼす影響

について調査を行った． 

２．試験概要  

 本試験に用いたコンクリートの配合と配合名を表－１に示す。配合条件は 4種類で，セメントには普通ポル

トランドセメントを用いた．水結合材比は，すべての配合で 55%とした．試験材齢は，OPCが 36～38日，80P，

40P，FAⅡが 39～41日である．通電条件は各配合で電極間電圧として 30Vの場合，6および 12hrsとし，60V

の場合，3および 6hrsとした．陰極側を 10%塩化ナトリウム水溶液，陽極側を 0.3N水酸化ナトリウム水溶液

とした．実験装置の概略を図－１に示す．通電終了後，供試体を割裂し，割裂面に 0.1N硝酸銀水溶液を噴霧

し，塩化物イオン浸透深さを測定した． 

３．試験結果および考察  

図－２に印加電圧×通電時間(以下積算電圧量と呼び,単位はV・hrs)とAgNOBB3 BB水溶液による塩化物イオン浸

透深さの関係を示す．OPCに比べて混和材を用いたコンクリートは，塩分浸透深さが少なくなっている.特に

80P，40Pは少なくOPCの半分以下になっている。これは微粉末の添加により細孔組織が緻密化したためと考え

られる. 積算電圧量が 180V・hrsの場合では，印加電圧を 30Vとした時と 60Vとした時を比較して塩化物イオ

ン浸透深さの差はわずかであった．しかし，積算電圧量が 360V・hrsの

場合では 30Vと 60Vでは，塩化物イオン浸透深さは異なっていて 60Vの

方が大きい．特にOPCは，その差が大きくなっていた． 
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図－1 実験装置の概略 

表－1 コンクリートの配合 

50

1
0
0

電極電極

直流電源

Cl-

NaOHNaCl
水溶液水溶液

コンクリート供試体
(φ100×50)

(単位：mm)

配合名 使用した混和材 W/B F/B

(%) (%) C F

OPC 比較用ポルトランドセメント ― 165 300 ―

80P 高炉スラグ微粉末ブレーン値8000　 50 165 150 150

40P 高炉スラグ微粉末ブレーン値4000 50 165 150 150

FA フライアシュⅡ種　 30 165 210 90
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 ここで，図－３に通電時間と陰極側溶液温度の関係を

示す．印加電圧 30Vの場合は，溶液温度の変化が 5℃程

度で大きな変化がなく溶液温度がほぼ一定であるのに

対し，印加電圧 60Vの場合は通電時間とともに溶液温度
が上昇し，通電開始後 6時間においてOPCでは 40℃，80P，

40P，FAⅡでは 20℃程度上がっている．文献PP

２)
PPによれば，

通電中に 20℃程度以上に溶液温度が上昇するような通

電条件を設定した場合では，コンクリート供試体の塩分

透過性に影響が出かねないとしている．今回の試験にお

ける溶液温度上昇量からすれば，積算電圧量が 360V・

hrsの時に，電圧値設定によって塩化物イオン浸透深さが

異なって原因として，60Vの電圧が過大であった可能性
がある．この点について供試体を通過した電流量の観点

からとらえてみる．図－４に積算電圧量が 360V・hrsで

の平均通過電流量と通電終了時の陰極側溶液上昇温度

の関係を示す．陰極側溶液上昇温度が小さい印加電圧

30Vの場合は，すべての配合で平均通過電流量が 0.10A

以内であったが，印加電圧 60Vの場合は，すべての配合

で 0.10A以上で特に温度上昇の大きいOPCの場合は

0.20A以上の平均通過電流量となっていた．このことか

ら 360V・hrsの通電条件としては，おおよそ 0.10A以下

の電流値が実現できるような電圧に抑制するのが望ま

しいと考えられる． 

４．まとめ  

 本研究では混和材を用いたコンクリートに電気泳動

（非定常）法を用いて印加電圧を変えた通電条件で塩分

浸透性を検討した．その結果を以下に示す． 

(1)高炉スラグやフライアシュの微粉末の添加により細

孔組織が緻密になり塩分浸透性を小さくすることが確

認できたが，混和材を用いたコンクリートでも供試体に

印加する電圧を過大（本実験の場合 60V）に設定すると

塩分透過性に影響を及ぼしうることがわかった． 

(2)通電に伴う供試体への悪影響を小さくするには，平

均通過電流量を 0.10A以下に抑えるように印加電圧の設

定を行うとよいと考えられる． 

(3)電気泳動（非定常）法では OPCを用いた場合に不具合が生じない範囲で電圧を設定しておけば，同一水結

合材比の混和材を用いたコンクリートにおいては過大な電圧とはならないと思われる． 
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図－３ 通電時間と陰極側溶液温度の関係 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
図－２ 印加電圧×通電時間と塩分浸透深さの関係 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

図－４ 積算電圧量 360V・hrsでの平均通過電流量 

と陰極側溶液上昇温度の関係 
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